




 

 

③ 商工会、商工会議所、中小企業団体中央会等の商工団体や（公財）三重県産業支援センターと連携

して、中小企業・小規模企業の経営の安定および向上等に取り組んでいます。商工会、商工会議

所では、現在、国から 20 商工会、10商工会議所の経営発達支援計画が認定されるとともに、経営

支援体制の充実を進めるため、平成 28 年度に創設した「経営支援員」に 26 名（平成 29 年 10 月

末現在 45名）が任用されました。今後は、引き続き経営発達支援計画の認定を受けていない商工

団体に対して認定申請を促すとともに、中小企業大学校などの関係機関と連携し、「経営支援員」

の資質向上を図り、小規模企業に対してきめ細かな支援が行えるよう体制の充実を図る必要があ

ります。また、国から委託を受けて（公財）三重県産業支援センターが事務局となり、商工団体、

金融機関、士業団体及び県等で構成する「三重県事業承継ネットワーク」を平成 29年８月に組成

しました。今後は、平成 29 年度に策定予定の「三重県事業承継支援方針（仮称）」に基づき、「三

重県事業承継ネットワーク」の構成機関が行う事業承継診断等の取組を進めていく必要がありま

す。 

④ 中小企業・小規模企業のニーズに合った金融の円滑化を図っており、平成 29 年度の県制度融資の

新規融資実績（９月末時点）は、439 件、約 59 億円となっています。国においては、中小企業信

用保険法を改正し、新たに事業承継に必要な資金（株式取得資金等）を信用保険の対象とする等

の措置を講じました。（平成 30 年４月１日施行予定）また、東海財務局津財務事務所の「法人企

業景気予測調査」（平成 29 年８月調査）によると、平成 30年１～３月期の景況判断（見通し）は、

大企業・中堅企業では上昇幅が減少し、中小企業は下降に転じるとなっており、人材不足を示す

指標も中小企業では高い水準で推移しています。 

⑤ 人口減少社会の進展に伴い、急速に進行する労働力不足に対処するため、経済活動における効率を

改善し、従業員一人あたりの労働生産性の向上を実現する必要があります。なかでも、本県のサ

ービス産業の従業員数は全産業の約 70％を占めているものの、サービス産業の労働生産性は製造

業や他県と比較しても低迷しており、サービス産業における生産性向上に取り組む必要がありま

す。 

⑥平成 28 年 7 月に策定した「ＭＩＥグローバル・スタートアップ・サポートプログラム」に基づき、

グローバルな視点を有する創業・第二創業（スタートアップ）事業者の創出及び成長と、ネットワ

ーク構築を目的として、「ＭＩＥグローバル・スタートアップカフェ」を６回開催します。また、グ

ローバル・スタートアップの取組を後押しするため、海外ビジネス展開に係る現地における市場調

査等の経費の一部を「グローバル・スタートアップ支援補助金」による支援（２事業者）を予定し

ています。今後は、スタートアップの段階に応じたきめ細かな支援を行い、さらなるスタートアッ

プ創出促進に取り組む必要があります。 

⑦商店街や地域の商業活性化を進めるため、三重県商店街振興組合連合会が実施する情報提供、単独

では実施が困難な研修・調査、広域にわたる事業等に対して補助金を交付し、広域的に商店街支援

を行うとともに、地域における商店街振興に係る取組に参画しました。引き続き、商店街や地域の

商業活性化に向けた取組を支援していく必要があります。 

⑧伝統工芸品、地場産品等を活用した付加価値の高い商品づくりにむけて、デザイナー等との連携に

より、商品企画から流通までの一貫したブランディングの取組を支援するとともに、デザイン性の

高い優れた商品を三重グッドデザイン（工芸品等）に選定し、県内外で情報発信を行い、産業の振

興及び商品開発の機運醸成に取り組んでいます。また、後継者の確保と技術の伝承・向上や、販路

開拓に取り組む事業者の支援を行うとともに、引き続き、事業者の状況に応じたきめ細かな支援を

進めていく必要があります。 







 

 

②経営向上ステップアップ促進事業 

【基本事業名：32101 中小企業・小規模企業の主体的な取組の促進】 

予算額：（29） ２２，７２７千円 → （30） １４，９６８千円 

事業概要：県内中小企業・小規模企業の経営向上に向けた取組を促進するとともに、中小企業・小

規模企業の挑戦を後押しするため、経営課題の抽出・発見やその解決に向けた取組、さ

らには新事業展開等に対し、商工団体等関係機関と一体になって、三重県版経営向上計

画及び経営革新計画の作成支援やブラッシュアップ、フォローアップを行います。 

 

③中小企業金融対策事業【基本事業名：32101 中小企業・小規模企業の主体的な取組の促進】 

予算額：（29） ４６３，７８１千円 → （30） ３８４，５６５千円 

事業概要：県内中小企業・小規模企業の資金供給の円滑化を図るため、地域金融機関の協力を得て

信用保証制度とともに、県中小企業融資制度を運用します。また、市町が地域独自の金

融支援（利子補給・保証料補助）を行う場合、県がその一定割合を補助します。 

 

 ④（新）サービス産業生産性向上支援事業【基本事業名：32102 商業・サービス産業の振興】 

  予算額：（29） － 千円 → （30） １５，０１１千円 

  事業概要：サービス産業事業者の生産性の向上を図るため、業種・形態に応じた事業の効率化や省

力化、高付加価値化に向けた取組を支援します。 

 

⑤（一部新）スタートアップ支援事業【基本事業名：32102 商業・サービス産業の振興】 

  予算額：（29） ３，７１０千円 → （30） ２１，２１９千円 

  事業概要：グローバルな視点を持った新しい技術やサービスによる創業・第二創業を促進し、新た

な経済循環や多様な働く場の創出を図るため、県内における起業や新たな事業のスター

トアップを支援します。 

 

 ⑥伝統産業・地場産業新たな市場開拓促進事業 

【基本事業名：32103 伝統産業・地場産業、地域資源を活用した産業の振興】 

  予算額：（29） ６，１９８千円 → （30） ５，０８１千円 

  事業概要：伝統産業・地場産業が直面する、ライフスタイルの変化に伴うニーズの多様化や消費の

縮小などの課題に対応していくため、大都市圏の消費者の嗜好をふまえた付加価値の高

い商品開発や大都市圏を視野に入れた販路開拓の取組を推進します。 

 

 ⑦（新）日本酒の魅力発信・販路拡大支援事業 

【基本事業名：32103 伝統産業・地場産業、地域資源を活用した産業の振興】 

  予算額：（29） － 千円 → （30） ６，２８２千円 

  事業概要：「三重の日本酒」について、ヨーロッパ向けの輸出及びブランド価値の向上を図るため、

ヨーロッパの主要都市の富裕層をターゲットとして、日本に関心の高いシェフやバイヤ

ー、一般消費者などにプロモーションを実施し、輸出実績の少ないヨーロッパへの展開

のきっかけづくりを行います。 

 

 



 

 

 ⑧ＩＣＴ利活用産業活性化推進事業【基本事業名：32104 ＩＣＴを活用した産業振興】 

  予算額：（29） １３，３８４千円 → （30） １３，５５７千円 

  事業概要：ＩＣＴの急速な発展に対応して地域経済の活性化を図るため、「三重県ＩｏＴ推進ラボ」

を中心に、参画企業の提案に基づくプロジェクト構築などにより県内の先導的な取組を

推進するとともに、セミナーや講座等の開催、人材育成・確保、ＩＣＴベンダー企業と

ユーザー企業のマッチングなどにより中小企業等におけるＩＣＴの導入・利活用を促進

します。 


